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謝辞

MSCのステークホルダー調査にご参加いただき本当にありがとうございました。

多くの皆様から、この調査への見解と経験をご提供いただき、大変うれしく思っております。調査への参加者は1000名を超えており、これは皆

様方が MSCの活動について価値を見出してくださり、MSCが継続的に進化していくことを望まれている証です。

世界の海が生命にあふれ、現在そして将来の世代にわたり水産物の供給が守られることというMSCのビジョンが、皆様とMSCを結びつけてい

る共通の目的です。25 年間以上に及ぶ皆様のご支援のおかげで、500を超える漁業がMSCのプログラムに関与し、認証取得に取り組んできま

した。現在、世界の天然魚介類漁獲量の19%はMSCプログラムに関与する漁業によるものですが、これは多くのパートナーの尽力なくしては不

可能でした。パートナー全員が当協議会のプログラムに対して高い、時には相反する期待を持っています。

この短い報告書から、MSCの関係者が、MSCのプログラムには多くの長所があると考えていることがお分かりいただけます。しかし、また、MSC
が継続して発展させるべき分野があることも明確になりました。例えば、MSCのプログラムの複雑さを緩和し、小規模漁業がアクセスしやすくす

るとともに、持続可能な水産物の拡大に向けた主張を強化することが望まれています。

皆様の貢献は、2030年に向けたMSCの新計画の策定に大変役立ちます。本年後半にはその計画を皆様と共有し、過剰漁獲を終結させる目標

を共に達成するための取り組みを継続していけることを楽しみにしております。

Rupert Howes

MSC最高責任者
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はじめに

MSCステークホルダー調査は、定期的にMSCに関与している世界の漁業、科学機関、水産業、NGO、その他のグループの見解を得ること
を目的としています。この短い報告書は、以下を含む主要な調査結果について記載しています：

主要な業績評価指標にはMSCに対する信頼と、MSCの使命とビジョンの達成に向けた有効性が含まれます。これらの結果は、強い分野と
改善が必要な分野を、様々な地域の様々な関係者に伝えるのに役立ちます。

MSCによる機会と役割： 調査結果は、MSCが、現在の役割において関係者の期待を満たしているか、また、組織の将来に向けた方向性
を理解するのに役立ちます。

MSCの役割達成に向けた障壁： MSCの役割達成に向けた外的な障壁や、MSCが様々な関係者を有することを起因とする緊張関係につ
いてもカバーしています。

MSC認証規格に関する緊急の課題とフィードバック： MSCの関係者が認識している持続可能性に関して緊急を要する課題の内容や、
MSCの漁業認証とCoC認証の規格についての関係者の見解を知ることができます。

MSCのエンゲージメント： 調査結果は、活動努力における欠落の有無やどういうところに改善が必要かをMSCが理解するのに役立ちます。

本調査は、独立調査機関であるGlobeScanによって2021年後半に実施されました。結果は、モニタリングと改善が必要な分野を認識し、組
織の次の計画作りに役立ちます。
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ok調査方法と参加者

Maldives ocean sunset ©Nice and Serious
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調査方法

第三者の調査と支援コンサルタント機関であるGlobeScanは、MSCステークホルダー調査を独立して管理すること
をMSCから委託されました。本調査は共同で設計され、GlobeScanは、プログラミング、ホスティング、データ収集、
分析を担当しました。

ステークホルダー調査はオンラインで実施され、所要時間はおよそ15分間でした。データは、2021年の11月4日
から12月10日にかけて収集されました。

ステークホルダーとの調整は、MSCの各国・地域のチームが直接的なやりとりを支援し、本部のチームが全体的
な調整を行いました。本調査への参加は完全に自由意志によるものであり、回答者がMSCについて知らないと自
ら申告しない限り、誰も調査から除外されませんでした。数についての制限はありませんでした。

調査言語：
• 英語
• インドネシア語
• 簡体字中国語
• フランス語
• ドイツ語
• イタリア語
• 日本語
• 韓国語
• ポーランド語
• ロシア語
• スペイン語

読者への注意

この報告書の図と表の数字は、別段の記述がない限り、パーセントで表しています。

合計パーセントは、四捨五入のために、100にならない場合があります。

この報告書に示されているデータは、MSCのステークホルダーについてよりバランスの取れた構成を反映させる

ため、また一部の地域の過剰および過小評価を最小限にするために、地域レベルで加重されました。サンプルは、
北米、北欧、南欧、アジアでは n=150、ラテンアメリカ、中東及びアフリカ（MEA）、ロシア、オセアニアはn=75を示
すように加重されています。
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参加者のプロフィール

292

278

206

100

62

40

36

25

アジア

北欧

北米

南欧

オセアニア

ラテンアメリカ

ロシア

中東及びアフリカ

ステークホルダーの所属 地域

合計回答数、n=1039

ステークホルダーの所属別と地域別の回答者数

その他は以下を含む：動物園と水族館、海洋問題に関心を持つ個人、貿易業（輸入／輸
出）、ブローカー、卸売業、など

230

210

119

98

88

62

56

50

126

小売、メーカー、外食

加工業者

漁業／漁業代表者

NGO

大学／研究／科学機関

政府

コンサルタント業／独立コンサルタント

審査機関

その他

28%

27%

20%

10%

6%

4%

3%

2%

サンプルの% 

22%

20%

11%

9%

8%

6%

5%

5%

12%

サンプルの% 
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ok

主要な業績評価指標

MSCのシステムとガバナンスは多大な信頼を備えてます。我々はプログラムの影響
力を裏付ける根拠を見てきました。すべての最善の努力にもかかわらず、取り組み
が難しいと思われる課題がいくつかあります。例として、政府間での合意がなされな
い。プログラムに進む漁業の数や規模に左右されるなど。
- 審査機関、オセアニア

MSCは海洋に多大な貢献をしていますし、プログラムを非常に信頼しています。し
かしながら、現在の水産物の多くは、認証取得に向けた財政的手段が難しい国か
らのものです。
– 加工業者、北米
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過剰漁獲の根絶へのMSCの貢献
についての信頼度

MSCについて好意的
に話す可能性

関わり方／コミュニケーションのレ
ベルに対する満足度

主要な業績評価指標（KPI）の概要*

70% 79%

72%69%

MSCのミッション
達成に向けた効果

MSCのビジョン
達成に向けた効果

71%

*評価のパーセンテージは、7点スケール上の上位 3点の評定（5+6+7）に基づいています。

平均：5.05／7 平均：5.51／7

平均：5.31／7平均：4.94／ 7 平均：5.08／7

全体的に、MSCは、主要な業績評価
指標について高評価を得ています。ス
テークホルダーによるMSCの評価につ
いて包括的な見解が得られるような指
標を選択しています。
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地域別のスナップショット*

*スコアは7点スケールの上の上位 3点（5+6+7）に基づく

北米

ラテンアメリカ

68
79

65
71
72

信頼度

好意的に話す

ビジョン達成への効果

ミッション達成への効果

関わり方への満足度

61
72

58
63
68

72
83

74
73
76

72
83
83
83
81

85
88

78
83

68

信頼度

好意的に話す

ビジョン達成への効果

ミッション達成への効果

関わり方への満足度

52
76

44
60
63

84
81
86
84
80

61
73

58
60

52

中東及びアフリカ

北欧 南欧 ロシア

アジア オセアニア

世界全体 信頼度：
70%

好意的：
79%

ビジョン：
69%

ミッション：
72%

満足度：
71%
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地域別のまとめ

北米
• 信頼度、好感度、MSCのビジョン・
ミッション達成に向けた効果を含め、
多くの分野において世界平均と合致
していました。

• 北米のステークホルダーは、気候変
動、生物多様性、過剰漁獲を、最も
緊急を要する3つの海洋問題と見な
しています。

中東及びアフリカ
• MSCへの親近感は高いものの（サン
プルサイズは非常に小さいが）、信
頼度とビジョン達成に向けた効果に
ついては地域別で最低となっていま
す。

• 開発途上国における小規模漁業へ
の支援が、MSCプログラムに望まれ
ている重点分野です。

オセアニア
• 過剰漁獲、水産物の入手可能性、

気候変動の影響が主な関心事項で
あるものの、主要なKPIのスコアが、
世界平均よりもわずかに低いです。

• MSCエコラベルを使用したメーカや
小売によるさらなる広報活動が優先
事項とされています。

• MSCは、事業者の調達方針の実践
を支援する役割を持つ、独立した認
証管理機関と見なされています。

ロシア
• ほとんどのKPIにおいて、スコアは平
均より高く、特にMSCのかかわり方
への満足度が高くなっています。

• 消費者の認知度とMSCの理解の向
上が、広報活動における優先事項と
見なされています。

• ロシアのステークホルダーは、海洋
汚染（海洋プラスチック汚染）が最も
緊急を要する問題であると考えてい
ます。

南欧
• 南欧では、漁業における奴隷労働と
労働条件などの社会課題が緊急性
の高い問題と見なされています。

• MSCに関するスコアは、好感度、ビ
ジョン達成に向けた効果、関わり方
への満足度において平均より高
くなっています。

• ステークホルダーは、北欧と同様に、
海洋問題に関するさらなる提唱を求
めています。

アジア
• アジアでは、MSCのブランド価値につ
いての認識が低いものの、信頼度や
その他のKPIに対する高いスコアが、
MSCに対する強い支持を示して
います。

• MSCの存在感を高めることが重要で
あると考えられます（中国や日本など
の市場で）。

• 食の安心・安全が、MSCプログラムに
対する関心分野の一つです。

北欧
• 信頼度と主要なKPIのスコアは世界平
均と比較して低い一方、海洋問題の緊
急性についての懸念（過剰漁獲、生物
多様性、気候変動）は高くなっていま
す。

• ステークホルダーは、海洋問題に関す
る政府へのキャンペーンや過剰漁獲
に関する広報活動を含む提唱につい
て、MSCに特に強い役割を求めていま
す。

ラテンアメリカ
• 信頼度は非常に高いものの、MSCに
対する親近感は他の市場よりも低く
なっており、これは関わり方への満
足度の低さに反映されています。

• ラテンアメリカの回答者は、社会課題
の規格と共に、小規模漁業への支援
をMSCのプログラムに期待していま
す。
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ステークホルダー別のスナップショット*

*スコアは7点スケールの上の上位 3点（5+6+7）に基づく

小売／メーカー

NGO

79
84

77
77
78

信頼度

好意的に話す

ビジョン達成への効果

ミッション達成への効果

関わり方への満足度

64
71

64
68

61

70
78

70
72
69

74
83

71
79
77

55
71

53
65
67

信頼度

好意的に話す

ビジョン達成への効果

ミッション達成への効果

関わり方への満足度

76
79

66
68
79

64
83

73
76
73

86
96

81
87
83

大学/研究機関

漁業 加工業者 コンサルタント

政府 審査機関

世界全体 信頼度：
70%

好感度：
79%

ビジョン：
69%

ミッション：
72%

満足度：
71%
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小売／メーカー

• すべての主要KPIにおいて非常に高い
スコアであり、このグループに対する
MSCプログラムの長所を立証していま
す。

• 顧客の期待／持続可能性目標を満た
す手助けをし、バランスの取れた対応
を確実に行うことが非常に重要です。

• 消費者の認知を高め、提唱を強化す
ることが、MSCの主な役割です。

関係者の概要

大学/研究機関

• 信頼度と満足度のスコアは平均以上
ですが、ミッション達成に向けたMSC
の効果については平均未満です。

• 信頼構築に向けた重点分野として、気
候、食糧安全保障、生計、種／生態系
の健全性、意見に対するバランスの取
れた対応が含まれます。

• MSCにおける科学調査の広報や、持
続可能性に関する漁業の広報への支
援が重要と見られています。

審査機関

• 信頼度を除くほとんどの主要KPIのスコ
アが平均を超えており、MSCに最も親
近感があり、好意的に話す可能性が
高くなっています。

• 認証の独立性と MSCのミッション／ビ
ジョンについてのコミュニケーションが
強みとして含まれる一方、意見に対す
るバランスの取れた対応が重点分野と
されています。

コンサルタント

• すべてのKPIで平均を超えるスコアを
得ており、MSCに対する親近感が非常
に高くなっています。

• 認証プロセスの独立性と MSCとステー
クホルダーとの協力のあり方が強みと
して挙げられています。

加工業者

• 主要なKPIのスコアは世界平均と同様
ですが、一部の加工業者は、記述コメ
ントにおいて極めて否定的なようでし
た。

• 信頼を高めるための重点分野として、
生計を守るための支援、バランスの取
れた視点を持つこと、気候変動に対す
る漁業の備えが含まれます。

• 関心のある分野として食品偽装があり
ます。

政府

• 信頼度については平均未満ですが、
好感度とミッション／ビジョンに向けた
MSCの効果は平均を超えます。

• 信頼を構築に向けた重点分野には、
食糧安全保障、生計の保護、種や生
態系の健全性の確保が含まれます。

• 独立した認証プロセスが強みとされて
います。

• 政府はMSCの提唱者としての役割を
支持しています。

漁業

• 結果は全体的には肯定的ですが、
特に満足度について改善の余地があ
ります。

• 認証にかかる費用が、さらなる関与を
妨げるより一番の障壁となっています。

• 生計を守るためにMSCがどのような支
援を行うのかを示すことが、信頼構築
に向けた重点分野です。

• 持続可能性に向けた手順とプログラム
の利点を漁業関係者に明確に示すこ
とが重要です。

NGO
• 一部の批判にも関わらず、漁業と海洋
問題を改善するという共通目標がある
ことから、NGOはMSCとの関与を望ん
でいます。79%が、MSCと協力すること
に何も問題がないとしています。

• 信頼度とビジョン達成への効果につい
ては低いスコアとなっています。

• 信頼を高めるための重点分野として、
持続可能性に関する目標達成への支
援、種／生態系の健全性の確保、気
候変動に対する漁業の備えが含まれ
ます。



1414

MSCにおける機会と役割

MSCは、認証のあり方を見直し続け、できるだけ多くの漁業が最も持続可能な方法で漁
獲を行うことを確実にすべきです。
– NGO、北米

MSCは、持続可能な水産物とは何か、海の健全性の評価はどうあるべきか、健全
な海への貢献に向け水産物消費者が何かできるのかについて、声を上げるリー
ダーであるべきです。
– 小売／メーカー、北米

Swirl of fish ©iStock

MSCは、認証を取得するための前提条件として、社会／労働規格を統合すべき
です。MSCは、「持続可能性」について包括的な視点を持つべきです（もはや環境「のみ」
ではなく）。
– 加工業者、南欧
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10分の6のステークホルダーが、認証とエコラベルの組織ということをMSCの役割として述べていま
すが、将来、MSCはさらに多くの役割を果たすことができると考えています。

Q9. 次のうち、MSCの役割に当てはまるとあなたが思われるものはどれですか？
Q14. 持続可能な水産物の今後に向けたMSCの役割について、どう思われますか？

持続可能な水産物の今後に向けたMSCの役割

n=400 の世界全体の無作為回答の分析に基づく、自発的に記
述された上位8つのテーマ

小売／メーカー（69%）と加工業者（59%）は、MSCを海洋保全団
体として考える傾向が強いようです。

現在のMSCの役割についての理解

多肢選択、世界全体、%

漁業の審査／保護／それらに説明を持つ

ステークホルダーがより持続可能となり、持続可能性に関
する目標を満たすことを支援する

MSCの現在の規格／プロセスを強化する

持続可能性を支援する信頼のおけるリーダーとなる

持続可能性の基準を定義する／設定する

水産物の持続可能性について認知を高める

漁業がもっとアクセスしやすくなるプログラムを拡大する

持続可能性について提唱する

3

19

39

50

56

60

60

その他

擁護団体

非営利団体

海洋保全団体

規格・基準策定者

エコラベル管理組織

認証制度の運営・管理組織
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MSCが、海洋問題、協働、提唱、影響力の増大に関して、主導して声をあげることについて
さらなる役割を担うことをステークホルダーは期待しています。

ステークホルダーが、持続可能な水産物の今後に向けてMSCが役割を果たすことができると述べている
3つの主要な分野

持続可能な漁業／水産物におけ
る主導的な組織

MSCは、持続可能な漁業／水産物に

おけるリーダーシップを強化できる可
能性があります：

• 持続可能な漁業のための厳格な
規格を維持、強化、規定する

• 組織が最良事例を採択し、持続可
能性に関する目標を達成すること
へのさらなる支援を提供する

• プログラムをよりアクセスしやすく
透明性の高いものにする

持続可能な水産物の提唱と認知の
強化

MSCには以下の役割があります：

• 持続可能な水産物について、消費
者の認知を高める

• 政府や業界に向けたより強固な漁
業政策や基準のための提唱とロ
ビー活動を行う

• 幅広い関係者と協働する

• MSCのプログラムと持続可能な漁
業の便益について理解を広める

MSCとそのプログラムの規模、
広がり、範囲の拡大

ステークホルダーは、MSCは以下の拡
大機会があると考えています：

• さらに多くの市場でMSCの存在感を
高める

• あらゆる規模のより多くの漁業が参
加できるようプログラムを拡大する

• より多くの種を保護し、気候変動や
社会経済および人権問題に対応す
るために、認証を超えた、幅広い領
域のプログラムを構築する

自発的な自由回答の総括

Q14. 持続可能な水産物の今後に向けたMSCの役割について、どう思われますか？
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ステークホルダーの4分の3が、消費者の認知と理解の向上をMSCが優先すべ
き活動であると考えています

Q30. 次の広報活動のうち、MSCはどれを優先するべきだと思いますか？該当するものすべてを選択してください

MSCが優先すべき広報活動

多肢選択、世界全体、%

75

59

56

53

50

50

50

44

MSCラベルとその意味について消費者の認識を高めること

持続可能であるとして認証された漁業について、または持続可能な漁

業に向けて取り組む漁業について

過剰漁獲の問題とその影響について

持続可能性に関する漁業者の独自のコミットメントについて、一般に

伝えることをサポートする

政府やインフルエンサーへの海洋問題についての普及・啓蒙

MSCにおける科学研究について

持続可能性や調達に関するメーカー/小売業者/レストランの独自のコ

ミットメントについて、消費者などに伝えることをサポートする

MSCラベルを使用するメーカー/小売業者/レストランについて

2022年のGlobeScan／ MSCに
よるグローバル消費者意識調査
によると、MSCラベルに対する消

費者の認知度は着実に向上して
おり、全般的にみて48%に上昇し
ています。MSCについて認識して
いる消費者のうち78%はラベル
を信頼するとしています。
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MSCのミッション達成に向けた

障壁

過剰漁獲を防ぎ減らすことは、主に政府とその他の意思決定者にかかっています。MSC
は、認証取得あるいは認証取得に取り組んでいる漁業の小集団のために、意思決定者
に圧力をかけることができる1つのメカニズムです。
- NGO、北米

MSCはグローバルな漁業において大きな部分をカバーしています。要求事項は、顧客、
消費者、政府が求める高いレベルであるとともに、漁業者が対応できるようバランスが求
められます。MSCのラベルは価値と意味を有しています。
- 小売／メーカー、北欧

Wild waters Drake Passage ©iStock
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MSCが直面している思われる最大の障壁には、過剰漁獲に取り組む政治的意志の欠如、持続可能な
水産物に対する消費者の需要、MSCの将来の役割に関する相反する考えが含まれます。

Q12. MSCが将来このミッションを達成する上で最大の障害は何だと思いますか？

過剰漁獲を終結させるための
政治的意志の欠如

これはアジアの一部と開発途上国で
顕著でした。持続可能な漁業に向け
た強い漁業規制（気候変動などの他
の問題への対応とともに）の欠如と、
継続する違法漁獲が、MSCが達成し
ようとしていることを妨げています。

持続可能な水産物に対する消費者の
需要の欠如

一部の関係者は、消費者はMSCや
MSCラベルについて認識しておらず、

水産物の持続可能性に関心がなく、
認証水産物により高い金額を支払う
ことを望まないと考えています。持続
可能な水産物の需要を喚起し、MSC
プログラムへの参加を奨励するため
には、消費者の行動が必要です。

厳格で科学的な規格と幅広い参加が求
められることとの調整

業界関係者は、プログラムへの参加
について、複雑さや費用が小さく、障
壁が少ないものを望んでいます。市
民組織のような別の関係者は、より
多くの種に適用されるより厳格な規
格を望んでいます。一部の漁業は
MSCのプロセスを厳格には遵守して

いない可能性があり、こうした非遵守
を確認するためのMSCのリソースに

は限界があると感じている関係者も
います。

MSCがミッション達成に向け直面している障壁として、3つの包括的なテーマが挙げられました。

自発的な、自由回答の概要
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ステークホルダーは、MSCに対して高い期待を持っており、しばしば相反する要請をします。この難
しい調整において、MSCは意思決定おける透明性と良好なコミュニケーションによりステークホル
ダーの信頼を維持することが重要です。

ステークホルダーからの自由回答のテーマのまとめ

自由コメントの中で、一部の関係者はMSCについて相反する要
望を持っており、厳格で科学的な規格でありつつ、MSCのプログ
ラムへの幅広い参加を求めています。

特に証拠に関する要求事項
についての規格の強化、有効
性について議論の余地のない
証明が必要です。一部の漁業
は到達できないとしても、最も
強固で客観的に検証された規
格を管理することで、一般的
なイメージや普及活動を強化
することができます。MSCは
NGOコミュニティーからのより
継続的な支援を得ることがで
きるでしょう。
– NGO、欧州

規格をあまり難しくせず、漁業を
持続可能にすることの意味に焦
点を絞ってください。データ収集
の厳密さについての新しい「いつ
もの得意な話題」によって、漁業
が認証を取得できないようにすべ
きではありません。

– コンサルタント、欧州

• より厳格な規格／プロセス
• さらなる強化／説明責任
• より厳格／科学的

対

• よりアクセスしやすい
• より安い費用

• 参加へのより少ない障
壁

• さらに幅広く利用可能
な製品

小売業、メーカー、加工業、漁業、コンサルタントなどの多くの業界関係者が、MSC
プログラムへの参加について、複雑さや費用が小さく、障壁が少ないものを望んで
おり、また、プログラムの影響と規模の拡大を求めています。NGOを含む市民組織

や一部の大学・研究機関は、より多くの種に適用できる、より厳格な規格を求める
傾向があります。一部の漁業は MSCのプロセスを厳格には遵守していない可能性
があり、こうした非遵守を確認するためのMSCのリソースには限界があると感じて
いる関係者もいます。
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MSC認証規格に関する緊急

を要する課題とフィードバック

現在の規格は、レベルを十分に高く設定しておらず、非常に多くの例外や条件を許
容しています。
– NGO、中東及びアフリカ

MSCは、漁業が実施する意志がある場合、過剰漁獲を停止することができる包含
的な規格を提供しています。
– 小売／メーカー、欧州

Fisherman on small boat in Thailand throwing net ©iStock
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55

57

57

65

68

69

77

78

79

81

82

83

増大する世界需要に対して不足している水産物

遺伝子組み換えや水産物に含まれる有害な化学物質

水産業界で働く人々の労働状況

海面上昇の影響

水産業界における奴隷労働

イルカ、サメ、ウミガメなど海洋生物の混獲

海洋の酸性化、サンゴ礁への被害、その他の脆弱な海洋環境

海の生物多様性の喪失

海洋への気候変動の影響

プラスチックなどによる海洋汚染

違法漁業や禁止されている漁法

魚介類の乱獲/枯渇

過剰漁獲は、最も緊急を要する海洋問題として認識されていますが、多くの相互に関連している問題
が非常に緊急であるとステークホルダーは考えています。

Q4. 以下の海洋問題の緊急性について、どのようにお考えですか？

海洋問題の緊急性

「極めて緊急」 + 「非常に緊急」、世界全体、 %

これまでに達成されたこと
が不十分であることを踏ま
えると、乱獲、気候、汚染、
生態系保護など、海洋が
直面している問題は、近
年緊急性を増しています。
- NGO、オセアニア
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MSCの規格とプロセスに対する満足度

ほぼ半数のステークホルダーがMSCの規格に満足しています。不満足は少数ですが、回答のための情
報が不十分が多くなっています。費用と複雑さの低減の必要性についていくつかコメントがありました。

Q16. 次の質問は、MSCの漁業認証規格の改定プロセスとCoC認証規格についてです。これらMSCの取り組みについてご存知の方や、これら取
り組みに関与いただいている方は、次の項目について、どの程度満足されていますか？
Q18. 今後、MSC認証プログラムに追加を希望する分野はありますか？
Q17. 漁業認証規格の改定プロセスおよびCoC認証規格に関する回答の理由を説明してください。

世界全体、%
MSC漁業認証規格の改定プロセスとCoC認証規格の両方を改善
するための方法に関するステークホルダーからの提案：

• 費用と複雑さを低減する方法を探す

• 審査プロセスの時間枠を増やす

• 規格と審査プロセスの範囲を広げる（例：労働者の権利、食品
安全性、魚種、漁法）

• プロセスについてさらなるサポートと研修を提供する

• 第三者によるデータ検証

追加のプログラム分野

MSCプログラムに追加して欲しい分野についての質問で、最も回
答が多かったのは漁具の廃棄（ゴーストギア）の削減でした。

45

48

49

47

51

14

12

12

11

10

6

6

6

4

3

35

34

33

38

36

漁業認証規格の改定プロセス

漁業認証規格の範囲

漁業認証規格の厳格さ

CoC認証規格の厳格さ

CoC認証規格の範囲

満足している 満足でも不満足でもない 不満足 情報不十分
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MSCの関わり方

私は、ビジネス機会、進行中の審査、サステナブル・シーフード・ウィークの計画などに
ついて、定期的にMSCチームと連絡を取っています。双方の関係のあり方は影響力が
大きく、関連性が高く、友好的です。MSCへの大きな投資を支えるために、MSCと この
地域のサプライチエーン との間での商業的関わりをさらに増やしてほしいと思います。
– 審査機関、オセアニア

MSC中国チームの努力に感謝しています。持続可能性についての価値を消費者
に効果的にプロモートする方法を見つけるために、引き続き協力したいと思いま
す。
– 政府、アジア

広報チームは、普及キャンペーンにおいて、すばらしい取り組みをされています。また、
StarKistのLinkedInで、MSCのスタッフを特集した素敵なビデオを見ました。10月には
インスタグラムで、多くのSNSの宣伝を見ました。
– 加工業者、北米

Tropical fishes underwater swimming in colony ©iStock
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MSCの現地事務所や本部と頻繁に関わりがあるステークホルダーの大半は、MSCの関わり方やコ
ミュニケーションに満足しています

ベース：世界全体、n=1,025。現地事務所と頻繁に関わりがある、 n=346、MSC本部と頻繁に関わりがある、 n=126
Q26. 直近12か月間における、MSCからの関与およびコミュニケーションのレベルについて、どの程度満足していますか？
大変不満であるを1、非常に満足であるを７とするスケールでご回答ください

MSCとの関わり方についての満足度

世界全体、%

51

75

74

41

25

21

6

1

5

2全てのステークホルダー

MSCの現地事務所と頻繁に関わりがある

ステークホルダー

MSCの本部と頻繁に関わりがあるステー

クホルダー

満足している（6+7） （3+4+5） 不満足（1+2） 回答無し

ステークホルダーの35%
がMSCの現地事務所と関
りがあり、15%がMSC 本
部と頻繁に（または非常
に頻繁に）関わりがありま
す。

MSCのスタッフは知識が豊富で、友好的であり、活動的です。質問に
対する回答がわからない場合も、答えを見つけ出します。
– 加工業者、北米
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主な調査結果のまとめ

Clear water and tropical island ©iStock
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主な調査結果のまとめ

全般的に、MSCは、ステークホルダー全体にわたる業績評価指標において良好な結果を示していますが、漁業者の満足度やNGOからの信頼
に向けた改善など、一部のグループに向けたさらなる努力が求められます。

MSCは主要な機能分野で強い成果（厳格な規格、十分に管理された漁業）あげていると見られており、引き続き改善に取り組む必要がありま
す。

MSCの規格に関する研修と情報提供さらに行っていく必要があります。

MSCのミッション達成に向けた主な外部課題として、政治的意志の欠如と消費者の需要の欠如が挙げられます。

持続可能な水産物に対する消費者の認知を高めることが、 MSCが広報活動において注力すべき事項です。

業界は、MSCプログラムの複雑さと費用を低減させ、参加への障壁が少なくすることを望んでいます。

市民組織や研究者は、より多くの漁業に適用される、より厳格な規格を望んでいます。また、規格の非適合に向けた監視に対するさらなる努力
が必要とされています。

社会的課題へのさらなる取り組みや、他の組織の持続可能性に関する目標の達成への支援など、さらなる影響をもたらすことができるよう
MSCが成長していくことへの期待があります。

MSCの関与やコミュニケーションについては、全体的に満足度が高く、関わり方に関する障壁は多くありません。
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最新情報の入手について

Above and below water surface in France ©iStock
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MSCについての最新情報の入手

MSC認証規格の改定に向けた支援

• MSCの公開協議プロセスを通じて、規格案に対する
フィードバックや技術的アドバイスを提供する

• 最新情報を受け取るために MSCの規格改定メーリングリ
ストに登録する

漁業の審査に関与する

• 審査プロセスを通じて情報を提供する

• すべての審査内容は公表され、Track a Fisheryをよりアク
セスできます

MSCのニュースレターのメーリングリストに登録する

• MSCのイベントや最新ニュースについて情報を入手する

ソーシャルメディアでフォローする

ステークホルダーの関与とMSC漁業
認証規格の改定

約200人の関係者が公開協議ワーク
ショップに参加し、2020年から2022
年にかけて行われた調査に対し、
600を超える回答を受け取りました。

MSCの意見聴取の内容は：
• 12の調査 – 提案されたMSCの認証

規格改定案についての公的レビュー
を含みます。

• 9 のオンラインでのワークショップ

• MSCのオンラインイベントに、
2020年から2022年にかけて、約1300
名が参加しました。。

https://msc.us18.list-manage.com/subscribe?u=0cc7d4f907d14b220b55fe61d&id=22694d2d66
https://www.msc.org/what-you-can-do/engage-with-a-fishery-assessment
https://fisheries.msc.org/en/fisheries/
https://www.msc.org/what-you-can-do/newsletters
https://www.instagram.com/mscecolabel/
https://twitter.com/MSCecolabel?lang=en
https://www.facebook.com/login.php?next=https%3A%2F%2Fwww.facebook.com%2Fprivacy%2Fconsent%2Fuser_cookie_choice%2F%3Fsource%3Dpft_user_cookie_choice
https://www.youtube.com/user/sustainableseafood/featured
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GlobeScanは独立した、国際的見解と諮問コンサルタント会社です。

弊社は、主要な会社、 NGO、政府機関と協力して、持続可能で公平な未来に貢
献する意志決定と戦略構築に指針を与える見解をもたらします。

弊社は、30年を超えるデータ主導型の見識により、関係者または消費者を関与
させるためにグローバルなネットワーク専門家と結びつけます。弊社のユニーク
なプログラムとグローバルな能力によって、何が新規であり、次は何であり、何が
必要かを見極める手助けをします。弊社の諮問サービスは、知識を、スマートで、
戦略的な決定に変える手助けをします。

1987年に創立した弊社は、ケープタウン、香港、ロンドン、ムンバイ、パリ、サンフ
ランシスコと、サンパウロ、トロントに事務所を構えています。独立した従業員所
有組織を誇りとする弊社は、弊社の顧客と社会の長期的成功に投資しています。
GlobeScanは認定されたベネフィットコーポレーション（B Corp）であり、国連のグ
ローバル・コンパクトの参加者です。

MSC（海洋管理協議会）は、国際的な非営利組織です。MSCは、海を守
り、将来にわたり水産物供給を守るための努力を推奨します。

将来の世代が、水産物そして海洋環境の恩恵を享受できることを望ん
でいます。

MSCのビションは、世界の海が生命にあふれ、現在そして将来の世代
にわたり水産物の供給が守られることです。

MSCの使命は、MSCのエコラベルと認証制度を通じて、持続可能な漁
業に向けた取り組みに報いるとともに、水産物購入に際しての消費者の
選択に影響をもたらし、パートナーとともに水産物市場を持続可能なも
のへと転換することで、世界の海洋環境の保全に貢献することです。

www.GlobeScan.com

詳細情報については、アソシエイト・ディレクターである、Abbie 
Curtis O’Reillに、Abbie.Curtis@globescan.comまでご連絡ください

www.msc.org

詳細情報については、ステークホルダー・エンゲージメント担当のNikki 
Wood（Nikki.Wood@msc.org）までご連絡ください

http://www.globescan.com/
http://www.msc.org/
mailto:Nikki.Wood@msc.org
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